
長崎県生物学会誌 No.58(2∝旭) Trans.NagasakiBiol.Soc.No.58 (2∝旭)

長崎県植物誌ノート(27)
(長崎県新産の帰化植物)

中 西 弘 樹1)

NotesontheFloraofNagasakiPrefecture(27)

HirokiNAKANISHIl

Abstract:Tbenty-fou一alienspecleswhichwerenewlyfoundinNagasakjPrefec【ureweredescribedinthjspa-

per.AlienplantschiflyfoundinCrop)catandsubtropicalareas∝curinrecentyears.Thistendencymaybedue10

山egrobalwam ng.

は じめ に

本研究は長崎県のフロラの解明を目的とする

もので,主として外山 (1980)の ｢長崎県植物

誌｣および松林 (1981)の ｢長崎県シダ植物誌｣

の目録に記されていない,いわゆる県新産の植

物と,希産種の産地追加を記録する.記載の形

式は前回までと同様であり,市町村名は採集当

時の名称を使用した.今回は新産の帰化植物を

まとめて示すことにする.

最近の帰化植物の動向

海外との交流が盛んになるとともに,自然の

破壊が進み,山間地まで工事などによって裸地

化し,帰化植物が全国的に多くなっている.ウ

ラジロチチコグサは20年ほど前に西彼杵郡大瀬

戸町で発見したが,今では県下全域に広がって

おり,以前から知られていたナチコグサモ ドキ

よりも多くなった.オッタチカタバミは1990年

に長崎市中心部に帰化しているのに気がついた

が,今では市街地に広がっている.最近は毎年

のように新しい帰化植物が侵入しているが,以

前から沖縄や熱帯 ･亜熱帯地域で知られていた

ものが見られるようになったことは,地球温暖

化と関係があるのではないかと思われる.その

主なものは,ゴゴメミズ (中西2∝氾),ブラジ

ルコミカンソウ (中西2002a),イリオモテニ

シキソウ (中西2∝)2b)や,今回記載するラン

タナ,ボタンウキクサ,オオトキワツエクサ,

フウセンカズラなどである.

県新産の帰化植物

281.パケヌカポ AglVStisXdimorpolemJW Ohwi

(イネ科)

西彼杵郡長与町三根郷[長崎 1,4929-17-71],

80m,July.17.2004,(No.19672)

コヌカグサに似ているが,同じ花序に有菅小

租と無菅小穂とが混じっているのが特徴である.

282.スズメノナギナタ fbrapholisitlCurVa(L.)

C.E.Hubb.(イネ科)(図1)

図1 スズメノナギナタ (長崎市)

1)〒852-8521 長崎市文教町1-14,長崎大学教育学部生物学教室
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長崎市相川町 [長崎3,4929-16-42],1m,

May.25.2∝札(No.19660)

ヨーロッパ原産で,本州にまれに帰化してい

ることが知られていたが,上記の地の砂浜海岸

には,ハマヒルガオやコウポウシバの群落に混

じって点々と生育している.しかし,漂宕した

ゴミなどと似ており,全く目立たない.本種は

根元から多数の梓が所曲して発生し,花穂も梓

と同じように節曲しており,特異な形態をして

いる.

283.ハナヌカススキ AI'm e/egansWilld.(イネ

科)

西彼杵郡長与町斉藤郷[大村4,4929-26-19],

2m,Apr.24.2004,(No.19641)

/ト穂は2花からなり,ふつう1花しか空がな

いが,上記の地で採典したものは2花とも菅が

あり,このようなタイプをrF_別して違う学名を

用いる学者もいる.

284.ホウキヌカキビ (ケヌカキビ) pmicum

SCOPariumLam.(イネ科)

長崎市春 El町金比羅岳 [長崎2,4929107-

9544],250m,Sepl.10.2α※,(No.19710)

北アメリカ原産の帰化植物であるが,全国的

にまれである.ニコゲヌカキビに似ているが,

それより全体に大きく,毛が多い.

285.7シネキンエノコロ Selor''agrr'CilisKunth

(イネ科)

長崎市文教町長崎大学キャンパス [長崎3,

4929-16-49],10m,Sepl.7.1987,

(No.19757);南松浦郡缶江町太田 [玉之

浦 1,4828-75-24】,2m,July23.1988,

(No.19756);西彼杵郡長与町まなび野 [長

崎 1,4929-17-70],60m,Nov.28.2∝)4,

(No.19761)

キンエノコロを大きくしたような植物で,花

穂も長く,垂れ下がる.1980年代に長崎大学の

キャンバスや福江島富江町に見られたが,繁殖

力は弱く,各地に偶発的に生軒している状況で

ある.工事用の土砂と共に遜ばれるのであろう.

286.メリケンガヤツリ CJ･PerlLSeragrDStisLam.

(カヤツリグサ科)

諌早市仲神町 [諌早4,4939-20-16],10m,

ocL.24.2003,(No.19633);長崎市大 山町

[長 崎4,4929-C6-39],80m.May.21.2004,

(No.19638)

食近になって全国各地から知られるように

なった.長崎市大山町の生育地はかなり山地に

囲まれた空き地であったが,やや湿り気のある

場所に生育している.長崎県にも各地に広がっ

ているものと思われる.

287.ユリズイセン AIstrDemeriapsittacinaLehm.

(ユリズイセン科)

諌早 市久山町 [諌早4,4930-20-001,10m,

Aug.1.2001,(No.19709)

南米原産で古く園芸植物として渡来し,時々

栽培されているのを見かける.日本ではこれま

で本椎が帰化した記録は知らないが,長崎市で

はまれに社井林や林緑部に完全に野生化してい

るのを見ることができる.花は黒紅色で半点が

ある.近年は同属の植物をアリス トロメリアと

して花屋で見かける.

288.ボタンウキクサ pistiaslrOtiotesL.(サ トイ

モ科)

北松浦郡田平町野田免[平戸4,5029-04-46],

2m,Nov.21.2003,(No.19616);北 高 来

郡飯盛町後田名 [肥前小浜3,4930-10-22],

2m,Oct.4.2003,(No.19634)

観食用の水草として販売されているが,逸出

したものが帰化している.冬の寒さに弱く,県

下では今のところホテイアオイのように池の水

面を被いつくすようなことはない.

289.オオトキワツユタサ Tradesca17tiaa/bJPora

Kunth(ツエクサ科)(図2)
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図2 オオトキワツユクサ (長崎市)



長崎市小瀬戸町皇后島[長崎4,4929106-67],

1m,June.1.2の4,(No.19707) ;同市三

川町上角 [長崎 1,4929-17-41],∽m,june

10.2∝池,(No.19708)

本種の日本における帰化の記録は未見である

が,長崎県ではまれに野生化している. トキワ

ツエクサに似ているが,それよりも全体に大形

で,紫の緑には毛がある.園芸用に斑入りのも

のが導入され,それが野生化し,斑をなくした

ものと考えられる. トキワツエクサのような繁

殖力はないが,生育地では確実に広がっている.

290.アメリカウンランモ ドキ Aga/inis helelD-

phy/la(Nutt.) smallexBrirton(ゴマノハグ

サ科)(図3)

図3 アメリカウンランモドキ (長崎市)

長崎市神ノ島町 [長崎4,4929-06-66],2

m,Sept.12.2002,(No.19494)

北アメリカ南部原産で,日本では勝山 ･中西

(2∞3)によって長崎県からはじめて記録され,

和名が与えられた.上記の埋め立て地では一面

に広がっている.佐世保市や崎戸町からも知ら

れており,西日本に広がっているものと思われ

る.

291.ツ タバ ウ ン ラ ン CymbaraLia J仙m/is

Gaerm.,Mey.etScherb.(ゴマノハグサ科)

長崎市滑石三丁目[長崎4,4929-16-66],20

m,sept.4.2002,篠原裕志氏採典 (No.1

9423) ;長崎市片淵二町目 [長崎 1,4929-

17-01],10m,Apr.14.2∝札 池崎尊博氏採

集 (No.19755)

地中海原産であるが,ヨーロッパ各地に帰化

している.長崎市にも各地の住宅地に帰化して

るのを見かけるようになった.栽培種として導

入されたものが,種子で容易に繁殖するため逸

出したものであろう.

292.アメリカアゼナ LiJ王demt'adLLbt'a(L.)pen-

neHsubsp.mojoJ･(Rursh)Fennel)(ゴマノハ

グサ科)

北高来郡森山町杉谷溜め池 [肥前小浜 1,

4930-11160],20m, Sepl.14.2002,

(No.19512)

アゼナに似ているが,射 ま明らかな鋸歯があ

ることと,4本のおしべのうち,2本に約がな

いことで区別できる.県内には広がっているも

のと思われる.

293.ヤセウツボ oroboncheminorSm.(ハマウ

ツボ科)

長崎市央上町新山手 [長崎 1,4929-17-35],

80m,July.29.2002,(No.19405)

地中海原産の帰化植物で,新しく遥成されて

宅地のシロツメクサ群落の中に生育していた.

和名のように日本産のハマウツボ科のものと比

べて植物体は細長い.

294.ヤナギパスズムシソウ (ムラサキイセハ

ナビ) strvbilanIhesisophyLLLLST.Anders(キ

ツネノマゴ科)

長崎rF神ノ島2丁 目 [長崎4,4929-06-56],

1m,Nov.23.2m ,(No.19760)

池原 (1979)は本種をヤナギバルイラソウRu-

elLt'abritIOnianaLeonardとしており,和名,学

名とも混乱している.もともと園芸用に導入さ

れたものが,種子や根茎で容易に繁殖するので,

民家近くに野生化しているのを見ることができ

る.

295.ナンゴクヒメミソハギ Ammania aLIricLL-

/atawi上ld.(ミソハギ科)

北高来郡飯盛町後田名 [肥前′ト浜3,4930

-10-22],2m,Oct.4.2003,(No.1960

5) ;南高来郡愛野町有明 【肥前小浜 1,493

0-ll-72],10m,Sept.23.2002,(No.19404)

北アメリカ原産で,九州各地に帰化している

という (清水ほか2001).来聴に花序を出し,

紅紫色の花をつけることは近縁種と同じである

が,明らかに柄があることで区別できる.

- 7-



296.シマミソハギ AmmaniabacctIeraL.(ミソ

ハギ科)

北高来郡飯盛町後田名 〔肥前小浜3,4930-

10-22],2m,Oct.4.2003,(No.19603)

熱帯アジア原産で,西南日本に熔化 している

(清水ほか2001).ヒメミソハギに似ているが,

葉はそれよりも長 く,遊郭は狭 くなるが茎を抱

かない.また,花弁を欠いていることにより区

別できる.

297.ランタナ LL7nlanaCamaraL.(クマツゾラ

科)(図4)

図4 ランタナ (長崎市)

長崎市小瀬戸町皇后島[長崎4,4929-06-07],

1m.Ju)y.1.2004,(No.19676)

県内にはよく栽培されているが,沖縄県や鹿

児島県などでは野生化 しているのを見かける.

上記の産地も完全に野生化 し,繁茂 していた.

298.ナガミヒナゲシ Pupaverdubiu111L.(ケシ

科)

西彼杵郡長5･町同郷満永 [大村4,4929-26-

19],2m,Apr.24.2∝札(No.19642)

4月下旬にオレンジ色のやや小さな花を咲か

せるケシで,最近になって長崎県各地の道路沿

いに見ることが多 くなった.

299.イモネホシアサガオ /lWmOea trichocarpa

Ell.(ヒルガオ科)(図5)

西彼杵郡西彼町俵頭 [神浦1,4929-35-89],

50m,Oct.24.2∝札 (No.19696)

北アメリカ南部原産の帰化植物で,花はホシ

アサガオに似て,薄紅色で中心部は漉紅色とな

るが,花は直径2.5-3cmとずっと大 きく,観

賞用になる.今のところ,輔･化の記録は全同的

図5 イモネホシアサガオ (西彼町)

に少ない.

300.ハナハマセンブリ CenIaELriLm7PtL/Chef/Lu77

Dmce(リンドウ科)(図6)

長崎市神 ノ島町 [長崎4,4929-06-66],2

m,Åug.1.2003,(No.19731)

地中海原産の帰化植物で,類似種のペニバナ

センブリと混同されている恐れがある.一午草

で根生薬はなく,革製片が花筒のほほ12と

なることなどで区別される.

図6 ハナハマセンブリ (長崎市)

301.オオ イヌホ オズ キ so/amLm nig'･escens

MaLl.etGal.(ナス科)

南高来郡深江町雲仙第2展望台[島原4,

4930-02-83],950m,Nov.2.2003,

(No.19743);長崎市文数町長崎大学キャン

パス【長崎3,4929116149],15m,Dec15.2004,

(No.19762)

イヌホオズキとは花冠が基部近 くまで切れ込

み,裂片が狭いことで区別できる.また,アメ

リカイヌホオズキとは花が5-8個と多く,花

冠は径8-12mmと大きいこと,薬も卵形または

- 8-



広卵形で大きい.位近になってイヌホオズキ類

の帰化植物が多く知られており,勝山 (2(氾2)

によってまとめられている.

302.7ウセンカズラ Cardiospermum /'olico-

cabLImL.(ムクロジ科)

凍早市久山町 〔凍早4,4930-20-00】,10m,

Aug.1.2ml,(No.19712)
熱帯アジアとアフリカの原産で,古くから軟

貨用に栽培されているが,各地で帰化している

ことが知られている.

303.ムギセンノウ AgrvsIem"10g'.thagoL.(ナデ

シコ科)(図7)

図7 ムギセンノウ (長崎市)

長崎市文数町長崎大学キャンバス[長崎3,

4929-16-49],20m, July.10.2004,

(No.19677)

ヨーロッパ原産で,観井用に栽培されている.

長崎大学のキャンバスには毎年見られる.

304.ホナガアオゲイトウ (イガホビユ) Ama-

ranlIMSPO-VeliiS.WaLSOn (ヒユ科)
北高来郡森山町本村名 [肥前小浜1,4930-

11170],50m,Nov.ll.2(氾2,(No.19742)

ホソアオゲイトウの似ているが, 一般にそれ

より小さく,花序はあまり枝分かれしない.ま

た花軸は無毛であることなどにより区別される.

別名イガホビユとあるように,花班を触ると痛

く感じるのも特徴である.乍′ト崖の近くに生育

しており,周辺にはホソアオゲイトウも生育し

ていた.飼料と共に移入されたのであろう.
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